
1 

 

 平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果 

                         平 成 ３ ０ 年 ９ 月 作 成 

 遠 野 市 教 育 委 員 会 

 

平成３０年４月１７日に実施された全国学力・学習状況調査の集計結果について，文部科学省から提

供されたことから，地域・保護者向けに，その概略的な分析等を公表します。 

 

 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，そのような取組を通じて，

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。また，学校における児童生徒への教育指導の充

実や学習状況の改善等に役立てる。 

 

 

（１）小学校調査：小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

（２）中学校調査：中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年 

 

 

（１）児童生徒に対する調査 

① 教科に関する調査 

小学校調査は，国語・算数・理科   中学校調査は，国語・数学・理科 

    ※ 国語・算数・数学の調査は，「主に知識に関する問題 Ａ」（以下「知識問題」）と「主に

活用に関する問題 Ｂ」（以下「活用問題」）の両面から基礎・基本の定着状況について行わ

れた。 

    ※ 理科の調査は３年ごとに実施。前回調査は，平成 27 年である。理科の調査問題は，「知識

問題」と「活用問題」を一体的に問う形で構成されている。 

② 質問紙調査 

調査する学年の児童生徒を対象に，学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する

質問紙調査を実施した。（小学校６２項目，中学校５９項目） 

（２）学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に関す

る質問紙調査を実施した。 

 

 

（１） 調査学校数 

小学校：対象校市内 11校全校参加  中学校：対象校市内３校全校参加 

（２） 調査人数  

 国語Ａ 国語Ｂ 算数(数学)Ａ 算数(数学)Ｂ 理科 

小学校 223 人 222 人 223 人 223 人 223 人 

中学校 208 人 208 人 208 人 208 人 208 人 

１ 調査の目的（実施要領から抜粋） 

 

２ 調査の対象とする児童生徒 

 

 

３ 調査事項（本体調査） 

 

 

４ 遠野市における公立小中学校の調査対象 
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平成３０年４月１７日（火） 

 

 

 (1) 教科に関する調査は，調査問題数や問題の内容が違うことから，過年度の調査結果と単純に比較

することはできないものであること。 

 (2) 本調査問題は，標準化された学力状況を問う問題ではなく，これまでの調査で見られた課題につ

いての改善状況を把握する観点から出題された問題であること。 

 (3) 地域や家庭との連携により，より教育的効果が図られる点を中心にした分析であること。 

 (4) 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるための分析及び結果

の情報提供は，遠野市教育委員会から各学校へ行っているものであること。 

 (5) 調査結果は，学力の特定の一部分であること。 

 

 

 

（１）全国（公立）における平均正答率一覧     

 国語Ａ 国語Ｂ 
算数Ａ 

数学Ａ 

算数Ｂ 

数学Ｂ 
理科 

小学校正答率 

全国(公立)平均 
70.7 54.7 63.5 51.5 60.3 

中学校正答率 

全国(公立)平均 
76.1 61.2 66.1 46.9 66.1 

 

（２）遠野市における正答率の概要 

  小 学 校 中 学 校 

国 語 Ａ 概ね全国平均 概ね全国平均 

国 語 Ｂ 概ね全国平均 全国平均を下回る 

算 数 Ａ 

数 学 Ａ 
概ね全国平均 全国平均を下回る 

算 数 Ｂ 

数 学 Ｂ 
概ね全国平均 全国平均を下回る 

理  科 概ね全国平均 概ね全国平均 

 

※「概ね全国平均」＝全国(公立)平均正答率の±５ポイント内 

※「全国平均を上回る」＝全国(公立)平均正答率の＋５ポイント以上 

     ※「全国平均を下回る」＝全国(公立)平均正答率の－５ポイント以下 

   

 

５ 調査実施日 

 

 

 

 

６ 本調査結果をご覧になる上での留意点 

 

 

 

 

７ 遠野市における「教科に関する調査結果」について 
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（３）遠野市における各教科の傾向 

① 小学校・国語  

全国と比較すると，遠野市の小学生は「話すこと・聞くこと」領域で力を発揮しています。反

対に，課題があるのは「書くこと」領域です。例えば，下の問題のように「目的に応じて，文章

の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む」という「読むこと」と「書くこと」，

両方の力を活用して解決していく問題では全国平均を下回りました。 

 

 

② 小学校・算数  

    算数Ｂの活用において，正答率が全国を下回る問題も一部ありましたが 算数はどの領域にお

いても概ね全国平均にあります。例えば，「１８０°の角の大きさを理解している」を問う問題

では，ほぼ全員が正答でした。 
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③ 小学校・理科 

    Ａ区分「物質」「エネルギー」，Ｂ区分「生命」「地球」いずれの区分においても良好な状況に

あります。全国平均を大きく下回った問題は，「より妥当な考えをつくりだすために，実験結果

を基に分析して考察し，その内容を記述できる」力を問う問題の１問だけでした。 

 

 

④ 中学校・国語  

Ａ問題は概ね全国平均でしたが，Ｂ問題では，「書くこと」領域に課題があります。例えば，「目

的に応じて文章を読み，内容を整理して書く」力を問う下の問題「「天地無用」という言葉を誤

った意味で解釈」してしまう人がいる理由を書くでは，「無回答率」の割合も高くなっています。 
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⑤ 中学校・数学 

  Ａ問題では「関数」領域，Ｂ問題では「図形」領域に課題が見られましたが，今年度の調査で

最も正答率の低かったのは，「数と式」領域の「数学的な表現を用いて説明する」設問でした。

中学校数学の改善が当市の課題です 

 

 

⑥ 中学校・理科  

   第１分野「物理的領域」「科学的領域」，第２分野「生物的領域」では概ね全国平均で良好な状況

にありますが，全国平均と比較して，「地学的領域」においてやや課題が見られる。例えば，「コン

ピュータを使ったシミュレーションで台風の進路や風向を科学的に探究する場面において，日本の

天気の特徴に関する知識と観測方法や記録の仕方に関する知識・技能，条件制御の知識・技能を活

用する」問題である。 
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（１）質問紙における肯定的回答の概要（四肢択一設問：小学校５８項目 ，中学校５５項目） 

   ※肯定的回答：「当てはまる」及び「どちらかと言えば当てはまる」の両回答の合計 

 小 学 校 中 学 校 

全国平均を上回る ４１項目 ３０項目 

概ね全国平均 １７項目 ２２項目 

全国平均を下回る ０項目 ３項目 

※「概ね全国平均」＝全国(公立)平均回答率の±５ポイント内 

※「全国平均を上回る」＝全国(公立)平均回答率の＋５ポイント以上 

             ※「全国平均を下回る」＝全国(公立)平均回答率の－５ポイント以下 

   

（２）質問紙の結果から見える遠野市の傾向 

① 家庭学習に対する意識 

 ア）学校の授業時間以外に，普段（月～金），１日どれくらいの時間，勉強をしますか？（学習塾・

家庭教師に教わることも含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか？（当てはまる・どちらかといえば，当てはまる） 

小学校 
遠野市 

82.1 ％ 
全 国 

67.6 ％ 

中学校 66.9 ％ 52.1 ％ 

ウ）家で，学校の授業の予習・復習をしていますか？（当てはまる・どちらかといえば，当てはまる） 

小学校 
遠野市 

88.8 ％ 
全 国 

62.6 ％ 

中学校 67.3 ％ 55.2 ％ 

 

小・中ともに「２時間以上」学習している児童生徒は全国平均より少ないことが課題です。しかし，

「１時間以上」学習している児童生徒は全国より多く，また「まったくしない」児童は，遠野市では０
ゼロ

で

す。更に，家庭で予習・復習に取り組むこと，自分で計画を立てて学習に臨むことなど，主体的に学び

に向かう姿勢が，全国よりも良好な状況にあります。 

８ 遠野市における「児童・生徒質問調査」の結果について 
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② 各教科に対する意識 

ア）「算数・数学」への興味・関心・態度 

○算数(数学)の勉強は好きですか？      ○算数(数学)の授業の内容はよく分かりますか？ 

小学校 
遠野市 

74.0 % 
全 国 

64.0 %  小学校 
遠野市 

86.6 % 
全 国 

83.4 % 

中学校 46.1 % 53.9 %  中学校 64.4 % 71.0 % 

○算数(数学)の問題の解き方が分からないとき 
は，諦めずにいろいろな方法を考えますか？      

小学校 
遠野市 

86.5 % 
全 国 

78.4 % 

中学校 70.2 % 70.3 % 

 イ）「理科」への興味・関心・態度 

○理科の勉強は好きですか？         ○理科の授業の内容はよく分かりますか？ 

小学校 
遠野市 

94.6 % 
全 国 

64.0 %  小学校 
遠野市 

96.0 % 
全 国 

89.4 % 

中学校 81.3 % 62.9 %  中学校 80.3 % 70.0 % 

○理科の授業で学習したことを普段の生活の中で 
活用できないか考えますか      

小学校 
遠野市 

74.9 % 
全 国 

64.7 % 

中学校 61.6 % 45.4 % 

 

③ 読書・ニュースへの興味・関心 

ア）学校の授業時間以外に，普段（月～金），１日どれくらいの時間読書をしますか？（教科書や参

考書，漫画や雑誌は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）新聞を読んでいますか？ 

 

 

 

 

 

 

 全国と比較して，小中ともに読書や新聞など活字に親しんでいます。特に，「平日の読書活動」では，

中学校における不読者率は全国の約半分の割合となっており，たいへん良好な状況にあります。 

 小学校では算数の学習に向かう姿勢が全国と

比較して良好な状況にあります。中学校では，数

学への興味や理解度が全国と比較して，低い傾向

にあることが課題です。 

 全国と比較して，小・中ともに，理科への興味・

関心が非常に高い状況にあります。また，日常生

活から科学・自然事象に対する興味をもっている

ことが当市の子どもたちの特長です。 
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④ 児童生徒の日常生活【放課後に何をして過ごすことが多いですか？】(複数回答方式) 

ア）小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国と大きな差があるのは「４学習塾」「５習い事」です。当市の小学生は，「１家で勉強」する児童

が多く，放課後の生活はたいへん良好な状況にあります。また，「８家族と過ごす」児童が多いことも

特長的です。 

 

イ）中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国と大きな差があるのは「４学習塾」「５習い事」です。当市の中学生は，ほ

とんどの生徒が「１学校で部活動」により放課後の時間を過ごしています。また，

「家で勉強や読書」も高い値となっています。更に，全国と比較して，「テレビや

ゲーム・インターネット」を使用する生徒が低いことから，良好な生活状況にあ

ることが分かります。 

 

 

 

  放課後の過ごし方 全 国 遠野市 

１ 家で勉強 64.1  78.0  

２ 
放課後児童クラブ 

（学童保育） 
7.0  31.8  

３ 地域活動 6.1  7.2  

４ 学習塾などで勉強 32.2  11.7  

５ 習い事 46.5  25.1  

６ スポーツ 47.2  47.1  

７ 
テレビ・ゲーム・ 

インターネット 
81.0  80.3  

８ 家族と過ごす 67.1  78.9  

９ 友達と遊ぶ 74.5  54.7  

  放課後の過ごし方 全 国 遠野市 

１ 学校で部活動 82.2  97.6  

２ 家で勉強や読書 42.2  50.0  

３ 地域活動 2.3  1.9  

４ 学習塾などで勉強 42.1  4.3  

５ 習い事 17.7  5.8  

６ スポーツ 21.6  17.8  

７ 
テレビ・ゲーム・ 

インターネット 
77.3  68.3  

８ 家族と過ごす 50.2  48.6  

９ 友達と遊ぶ 36.9  13.5  
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⑤ 遠野市の児童生徒の特長（肯定的回答」のみを抽出し，全国平均を 100 とした場合の状況） 

 ア）授業に臨む姿勢・態度に関する調査 

質 問 項 目 小学生 中学生 

授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでい

たと思いますか？ 
110 111 

授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わる

よう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思います

か？ 

119 130 

話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることが

できていると思いますか？ 
105 111 

   小中ともに，積極的に授業に臨んでいる様子が分かります。特に，中学生は，相手に自分の考え

が明確に伝わるように，工夫しながら発表しようとしています。また，授業内での話し合い活動を

通じて，互いに考えを深め合っている様子も見られ，たいへん良好な状況にあります。 

 

イ）夢や目標・道徳性に関する調査 

質 問 項 目 小学生 中学生 

自分には，よいところがあると思いますか？ 110 95 

将来の夢や目標を持っていますか？ 106 106 

学校の規則を守っていますか？ 105 104 

いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか？ 102 103 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか？ 105 104 

   「自分にはよいところがあると思うこと」を「自己肯定感」と言います。「自己肯定感」を強く

持っている人は，何事にも自信を持って向かい，自分の持てる力を１００％発揮することができ

ると言われています。中学校では全国と比べてやや低い傾向にあるものの，全体的には「自己肯

定感」をしっかりともつ児童生徒が多く，目標に向かい頑張っている様子が分かります。 

 

ウ）地域や社会に対する意識調査 

質 問 項 目 小学生 中学生 

今住んでいる地域の行事に参加していますか？ 128 169 

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか？ 111 126 

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか？ 112 158 

地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか？ 112 96 

   遠野市は，全国と比較して，地域との絆・繋がりがたいへん強いことが

分かります。特に，地域行事への参加率，そして地域に貢献したいという

気持ちを持っている児童生徒が多いことは，全国に誇るべき状況です。中

学校においてボランティア活動への参加が全国よりも低いという回答に

なっていますが，実際には地区センターの清掃やイベント後のゴミ拾いな

ど数多くの活動に参加しています。もしかしたら，遠野の子どもたちにと

って「ボランティア活動」という特別の意識はなく，地域の一員として当

たり前のことをしているだけという意識が強いのかもしれません。 
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遠野市の学校教育目標である「知・徳・体のバランスのとれた人間形成～ふるさと遠野や日本，世界

の発展に貢献する人材の育成～」に向けて，学校，家庭，地域の努力により「徳」については，昨年度

以上に十分な成果をあげているととらえています。課題は，数学の結果から分かるとおり学習面です。

積み重ねが大切であるとされている教科に課題があることから，小学校から中学校までの義務教育９年

間での系統的，継続的な学習の取組が今後も重要であるととらえています。 

 以上のことから，下記の点に取り組んでいきます。 

（１）遠野市教育委員会では 

 ・中学校区ごと，小中共通の課題に基づく授業改善及び授業交流会の実施 

  （学力向上対策会議，研究員部会，遠野市教育研究所教育研究発表会） 

 ・各校への指導主事等による指導・助言 

 ・学校公開研究会 

 ・指導力向上のための各種研修会等の実施 

 ・中学校に特定教科学習支援員を配置（数学） 

 ・中学３年生の英語検定受験費用の全額補助（希望者には試験対策講座 

の実施）ならびに，中学１・２年には英検ＩＢＡテストの実施 

※英検ＩＢＡテスト…英検の試験と同様の問題構成の模試であり，自分の現在の英語力が英検何級 

相当であるかを判定できるテスト  

 

（２）各学校では 

 ・授業改善（中学校区の研究，校内研究，一人一授業等）【重点】 

・授業と家庭学習の連動【重点】 

・諸調査結果の分析に基づく指導改善 

 ・年度内での補習など個別指導 

 ・「まなびフェスト」等での家庭との連携の取組 

  

 

 遠野市の児童生徒は，全国と比較して，基本的な生活習慣，道徳性や社会性など，健全に成長してい

る姿が見られました。それは，各家庭や地域社会全体で，子どもたちの将来への見通しを持ちながら，

育んでいただいている成果の賜物と受けとめています。引き続き，子どもたちの健やかな成長のために

ご協力をお願いします。 

 家庭学習の時間については，「２時間以上」の学習が全国よりも低い傾向が見られました。自分で計

画的に勉強するなど，学習に対して前向きな気持ちは見受けられますので，その思いを行動につなげ，

地道な努力ができるよう，改めて家庭学習時間の約束をお子様に考えさせるなど、引き続き支ご援をお

願いします。 

 

 

９ 改善に向けて 

 

 

 

 

10 地域・家庭の皆さんへ 

 

 

 

 


